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天交界の非常時
　　　（弓頭言）
　昨年末に突如として出現したヘルクレス座の新星は，今や其のあらゆる黙
に於いて猫特な異常性のために，天文學の内外を騒がせてみる．i新星帥ち
　　　　　　　　　　　オかけNOVAは，去る1925年の書架座新星以來（北李球に膿む吾々に取っては，む
しろ1920年の白鳥座新」圭以來）の待望の的となってみたものであって，實に
本會創立以來，會’員と共に親しく観察し得る最初のものである・
　西暦1572年カシオペヤ星座にテイヒヨ。ブラ1へが農激して以來，我が會員
の多くは，L新星「といふものを只書物の上に於いて知ってみたに過ぎないの
であるが，こんどのヘルクレス座の星は，大恒星宇宙に於ける非常時の象徴
として，叉，飽くまで猿奇心と研究心とを満足させるに懸はしV・ものとして，
見守って貰ひたV・．
　こんどの新星は，去る十二月十三日の．1毛曉に双子座の流星群を槻測中のプ
レンチス氏が獲見したものである事を見逃したくない．かの白鳥座の新星も，
やはり，同じ英國天文協會流星課長デニング氏の獲見であった．流星の観測者
は，李富から士座の知減を充分に持って居るから，共の除慶として此の如き
新星の磯見の名ゼ，を得る可能性が最も多いわけである．本脅説測部の流星課
のメンバ1たちも，今後いよいよ奮闘努力せらオτんことを望む次第である．
　こんどの新星の研充華甲上，本埜貞によって獲られた最初の成功は，木邊
氏が自作の反射鏡に小形の三物プリズムを附加してスペクトル調∵を行ひ，
叉其の見事な爲眞を撮られκことである．　プリズムを：反射鏡に使用すること
は國内は1‘ふに及ばす，國外にも殆んど例の無い新懸案であって，削れによ
り反射老の致川を更に擬大した功霞は偉なりと淀はねばならない．天龍物理
學に關する限り，愈々反身出琶萬能の時世に入ったと稔すべきか！（山本）
